
午前10時30分~午後7時30分
2026年2月11日          ~23日
新宿髙島屋10階 美術画廊
※最終日は午後4時閉場
※営業日・営業時間は変更になる場合がございます
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　東北芸術工科大学は、蔵王山の麓に公設民営の大学として
1992年に開学しました。目の前に広がる大自然すべてが私たちの
キャンパスとなり、多くの学生たちがさまざまなプロジェクトを通して
アトリエから地域へと飛び出していきます。そこで彼らは優しい地元
の方 に々迎えられ、鍛えられ、あるときは得難い経験をさせてもらい、
またあるときには困難な問題にぶつかります。そのような4年間を通
してつくられる卒業制作は、大きなスケール感と「いまここで表現しな
くてはいけない」という切迫感にあふれています。
　「TUAD ART-CONCEPT 2026」は、昨年度まで10年にわたっ
て開催されてきた「TUAD ART-LINKS」から派生したプロジェクト
です。選抜された卒業生に加え、突出した制作を行っている現役
の大学院生も交え、本学の作家育成のあり方を示す試みです。今
後アーティストを目指す学生と、卒業後、仕事と制作を両立させな
がらさらなる飛躍を目指す作家の卵たちに、より大きな挑戦の場を
与えるべく、本プロジェクトは発足いたしました。このような趣旨にご
賛同いただき、展示の機会を与えてくださった新宿髙島屋美術画
廊様には、感謝の言葉しかございません。東北で育まれた感性の
数 を々、ぜひご高覧ください。

東北芸術工科大学 大学院芸術工学研究科長　深井聡一郎

1997年群馬県生まれ。2025年東北芸術
工科大学芸術学部美術科日本画コース卒
業。現在、同大学大学院芸術工学研究科
芸術文化専攻 絵画［日本画］領域 在籍。
他者の目を借りることや、身の回りの断片的
なイメージをもちいたドローイングや絵画作
品を制作している。

川田英里佳 Kawata Erika
1994年宮城県生まれ。2017年東北芸術
工科大学芸術学部美術科彫刻コース 卒
業。木彫を中心に女性像を制作。自身の
経験や葛藤を背景に、逆風のなかでも静か
に根を張り生きる女性たちに惹かれ、その内
面に宿る強さや美しさをかたちとして残して
いる。

吉田愛美 Yoshida Ami
1997年福島県生まれ。2020年東北芸術
工科大学芸術学部美術科日本画コース卒
業。2020年同大学大学院芸術文化専攻
複合芸術領域修了。現場での取材によって
対象の感覚的リアルを得ながら制作に取り
組んでいる。現場主義的写生法の研究を下
敷きに自らの絵画論を構築する。

土田 翔 Tsuchida Sho
2001年群馬県生まれ。2023年東北芸術
工科大学芸術学部美術科洋画コース卒業。
2025年同大学大学院芸術文化専攻複合
芸術領域修了。“土地の持つ記憶”に着目
し、現地の土や砂鉄を用いて、変化と消失
を繰り返す風景、また日常の可視化を試み
ながら作品として展開する。

栗原巳侑 Kurihara Miu

《waking dream》2021
ピグメント、アクリル、色鉛筆、綿布

《Me/He》2020
楠、ニス、との粉

《Water ripples》2025
木製パネルにアクリルメディウム、 
砂鉄、方解末、土(猪苗代湖)

《Recollection》2025
板、岩絵具、墨、胡粉、ミクストメディア

共催=新宿髙島屋、東北芸術工科大学
協力=東北芸術工科大学 校友会、卒業生後援会

新宿髙島屋10階 美術画廊
2026年2月22日（日）正午から
Talk Event

出品作家  ×
深井聡一郎（東北芸術工科大学 芸術工学研究科長）
青山ひろゆき（東北芸術工科大学 芸術文化専攻長）
三瀬夏之介（東北芸術工科大学 美術館大学センター長）
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Related Exhibitions
東北芸術工科大学 卒業／修了制作展［東京選抜］２０２５

DOUBLE ANNUAL2026
遠くへ旅する者は多くの物語を語ることができる？／ Long Ways, Long Lies?

2026年2月22日（日）～26日（木）9：30～17：30（入場は17：00まで）
東京都美術館 ロビー階 第２・第３展示室

2026年2月21日（土）～3月1日（日）10：00～18：00　※最終日17：30まで
国立新美術館 3階 展示室3A　※会期中の休館日：2月24日（火）

関連展情報


